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校に勤めている (5年， 3年， 5年（現在に至る））。担
当学年は， 1年目からそれぞれ3年生， 4年生， 3年生，
4年生， 1年生（ここまで第一の赴任校）， 5年生， 6年生，
3年生（ここまで第二の赴任校）， 5年生， 6年生， 3年生，
5年生，担任なし，である。
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「注/Annotation」
1)ただし松下 (2016)は，不登校を「問題行動」とし
て捉えることを批判的に検討している。
2) したがって，必ずしも逐語的な再現ではない。
3)実際の診断基準ではアスペルガーの用語は用いられ
なくなっているが，語りをそのまま用いている。
4)インタビュアーによる補足
5)ただし，吉田 (2016)の研究は生徒会活動に焦点を
当てたものであり，クラスや学年といった単位での「す
べての生徒」を対象としたものではない。また，自己
指導能力の高まりを，生徒を対象とした「いじめ」に
関する意識調査で検証していることから，目に見える
問題行動の予防という側面で積極的生徒指導を捉えて
いるとも言える。
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